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ケアラー・ヤングケアラーの現状と
社会的な支援体制づくりに向けて

一般社団法人日本ケアラー連盟　代表理事
日本女子大学　名誉教授 堀越　栄子

　

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
18

歳
未
満
の
子
ど
も
ケ
ア
ラ
ー
）
を
支
援

す
る
条
例
の
制
定
が
始
ま
っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
３
月
に
は
、
埼
玉
県
で
、
日

本
で
初
め
て
、
ケ
ア
ラ
ー
（
家
族
等
無
償

の
介
護
者
）
を
支
援
す
る
「
埼
玉
県
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
日
本

に
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
り
、
守
る
法
律
は
あ
る
が

（
介
護
保
険
法
、
障
害
者
総
合
支
援
法
、

高
齢
者
虐
待
防
止
法
な
ど
）、
介
護
す
る

側
、
す
な
わ
ち
ケ
ア
す
る
人
の
生
活
や
人

生
を
支
援
す
る
法
律
は
な
か
っ
た
の
で
、

ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
法
律
の
制
定
に
先

ん
じ
て
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
条
例
が
で

き
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
本
条
例
は
議

員
提
案
条
例
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
２
０
２
１
年
３
月
に
は
、
北

海
道
栗
山
町
で
、「
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー
支

援
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
６
月
に
は
、
三

重
県
名
張
市
で
、「
名
張
市
ケ
ア
ラ
ー
支

援
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ

た
。
今
後
、
複
数
の
自
治
体
で
条
例
の
制

定
が
す
す
み
そ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
条
例
は
制
定
し
て
い
な
い

が
、
具
体
的
な
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
策
を
す
す

め
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
神
戸
市
は
、

２
０
２
１
年
度
、
福
祉
局
政
策
課
に
、
こ

ど
も
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
支
援
担
当
を
新
設

し
、
６
月
に
は
、
こ
ど
も
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー

の
相
談
・
支
援
窓
口
を
設
置
し
た
。
多
く

の
自
治
体
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に

つ
い
て
、
広
報
・
啓
発
も
す
す
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
実
態
調
査
に
取
り
組
む

自
治
体
も
で
て
き
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、「
ケ
ア
ラ
ー
」「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
の
認
知
度
は
ま
だ

ま
だ
低
い
状
況
に
あ
る
し
、
介
護
は
家
族

が
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
が
根
強
く

あ
る
中
で
、
な
ぜ
支
援
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
、
そ
も
そ
も
支
援
と
は
何
か
、
ど
の

よ
う
に
支
援
し
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て

の
議
論
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
自
分
の
こ
と
を
後
回
し
に

し
て
い
る
内
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
う

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
、

支
援
の
考
え
方
、
必
要
な
支
援
策
に
つ
い

て
提
起
し
て
み
た
い
１
。

　

な
お
、
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
（
連
盟
）

で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
を
図
の
よ
う
に
、「
こ

こ
ろ
や
か
ら
だ
に
不
調
の
あ
る
人
へ
の

﹃
介
護
﹄﹃
看
病
﹄﹃
療
育
﹄﹃
世
話
﹄﹃
気

づ
か
い
﹄
な
ど
、
ケ
ア
の
必
要
な
家
族
や

近
親
者
・
友
人
・
知
人
な
ど
を
無
償
で
ケ

ア
す
る
人
た
ち
」
と
捉
え
て
い
る
。
高
齢

者
を
ケ
ア
す
る
ケ
ア
ラ
ー
に
限
定
す
る
こ

と
な
く
（
障
が
い
や
疾
病
、
依
存
症
の
人

の
ケ
ア
ラ
ー
も
含
む
）、
家
族
介
護
者
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
ケ
ア
の
内
容
を
身

体
介
護
に
限
定
も
し
て
い
な
い
。
た
だ

し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
介
護
労
働

者
は
含
ん
で
い
な
い
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
図
の
よ

う
に
、「
家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人
が
い

る
場
合
に
、
大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ
ア
責

任
を
引
き
受
け
、
家
事
や
家
族
の
世
話
、

介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
」
と
捉
え
て

い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
単
な
る
お
手
伝

い
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
い
う
認
識
で

あ
る
。

　

高
齢
化
の
進
展
や
障
が
い
の
あ
る
人
の

増
加
等
に
よ
り
、
ケ
ア
の
必
要
な
人
は
増

え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
高
齢
者

は
２
０
２
０
年
に
３
︐６
１
７
万
人
、
高
齢

化
率
は
28
・
７
％
、
75
歳
以
上
は
14
・

１　１　
誰
も
が
ケ
ア
す
る
・
さ
れ
る

誰
も
が
ケ
ア
す
る
・
さ
れ
る

　
　
　
　
人
生
１
０
０
年
時
代
の
ケ
ア
ラ
ー

人
生
１
０
０
年
時
代
の
ケ
ア
ラ
ー

は
じ
め
に

は
じ
め
に

（一財）



第350号2021年８月27日 月刊「地方自治みえ」 ( 2 )

９
％
、２
０
４
０
年
に
は
３
︐９
０
０
万
人
、

35
・
３
％
、
20
・
２
％
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。75

歳
以
上
人
口
の
増
加
は
介
護
保
険
の

要
介
護
（
支
援
）
認
定
率
の
上
昇
に
つ
な

が
り
、
認
定
者
数
も
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
認
知
症
の
人
は
、
２
０
２
５

年
に
65
歳
以
上
人
口
の
５
人
に
１
人
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
の
推
計
に

よ
れ
ば
、
障
害
者
も
増
加
し
て
お
り
、
現

在
、
人
口
の
約
７
・
６
％
を
占
め
て
い
る
。

　

一
方
、
家
族
は
変
化
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
国
勢
調
査
速
報
値
に
よ
れ

ば
、
１
世
帯
当
た
り
の
家
族
員
数
は
２
・

27
人
（
東
京
１
・
95
人
）
と
ま
す
ま
す
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
世
帯
の
規
模
は
小
さ

く
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
世
帯
で
も
同
様

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
家
族
に
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
人
が
い
る
場
合
、
誰
が
ケ
ア
を
す

る
か
の
選
択
肢
は
少
な
く
、
そ
こ
に
居
る

人
が
ケ
ア
を
す
る
こ
と
に
な
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
主
た
る
介
護
者
の
約
７
割

は
家
族
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
家
族
の

介
護
も
変
化
し
て
お
り
、
同
居
介
護
は

２
０
１
９
年
で
54
・
４
％
（
２
０
０
１
年

71
・
１
％
）
と
減
少
し
、
男
性
介
護
者
は

35
％
（
１
９
８
９
年
16
・
６
％
）
へ
と
増

加
し
て
い
る
。
主
た
る
介
護
者
と
要
介
護

者
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
75
歳
以
上
同
士

が
33
・
１
％
へ
と
増
加
し
老
老
介
護
の
実

態
が
み
え
て
く
る
が
（
国
民
生
活
基
礎
調

査
）、
年
齢
の
組
み
合
わ
せ
は
多
様
で
あ

る
。
40
歳
未
満
の
ケ
ア
ラ
ー
が
ケ
ア
を
し

て
い
る
相
手
は
、
10
歳
未
満
の
子
ど
も
か

ら
90
歳
以
上
ま
で
お
り
、
80
歳
以
上
の
ケ

ア
ラ
ー
が
ケ
ア
を
し
て
い
る
相
手
は
、
80

歳
代
、
90
歳
代
が
多
い
も
の
の
、
40
歳
代

や
50
歳
代
、
10
歳
代
も
い
る
。
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
や
孫
、
ひ
孫
の
ケ
ア
を
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
２
。

　

ケ
ア
ラ
ー
は
、
ど
う
し
て
も
自
分
の
こ

と
は
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
日

常
生
活
、
社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
が
で

る
場
合
が
あ
る
。

　

埼
玉
県
は
、
２
０
２
０
年
度
に
、
埼
玉

県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
計
画
策
定
の
た
め
の
ケ

ア
ラ
ー
実
態
調
査
を
実
施
し
た
３
。
ケ
ア

が
原
因
の
生
活
や
人
生
の
悩
み
が
あ
る
と

回
答
し
た
人
は
、
高
齢
者
を
ケ
ア
す
る
人

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
る
ケ
ア
ラ
ー
）
の
約
７
割
、
障
害
児
者

を
ケ
ア
す
る
人
（
障
害
者
相
談
支
援
事
業

所
を
利
用
し
て
い
る
ケ
ア
ラ
ー
）
の
約
６

割
強
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
前
者
で

は
、「
心
身
の
健
康
」
61
・
８
％
、「
ケ
ア

し
て
い
る
相
手
と
の
関
係
」32
・
４
％
、「
自

分
の
自
由
な
時
間
が
取
れ
な
い
」
29
・

９
％
、後
者
は
「
心
身
の
健
康
」
68
・
８
％
、

「
将
来
へ
の
見
通
し
が
持
て
な
い
」
60
・

６
％
、「
経
済
的
な
問
題
」
37
・
６
％
、「
自

分
の
自
由
な
時
間
が
取
れ
な
い
」37
・
６
％

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

両
者
と
も
、
心
身
の
健
康
が
ト
ッ
プ

で
、
ま
た
、
障
害
児
者
を
ケ
ア
す
る
ケ
ア

ラ
ー
で
、
と
く
に
「
将
来
へ
の
見
通
し
が

持
て
な
い
」
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
か
ら
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
孤
独
・
孤

立
の
状
況
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
代

わ
り
に
ケ
ア
を
担
っ
て
く
れ
る
人
の
有
無

に
つ
い
て
、
高
齢
者
を
ケ
ア
す
る
人
で
、

「
頼
め
ば
い
る
が
頼
み
に
く
い
」
20
・

０
％
、「
い
な
い
」
26
・
９
％
、
障
害
児

者
を
ケ
ア
す
る
人
で
、「
頼
め
ば
い
る
が

頼
み
に
く
い
」
16
・
７
％
、「
い
な
い
」

30
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

埼
玉
県
で
は
、
県
内
す
べ
て
の
高
校
２

年
生
を
対
象
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
で
あ
る
、
ま
た
は
過
去
に
そ
う
で

あ
っ
た
と
い
う
問
に
「
は
い
」
と
答
え
た

の
は
５
・
３
％
、
ケ
ア
の
相
手
が
幼
い
と

い
う
理
由
で
の
み
ケ
ア
を
し
て
い
る
人
を

除
く
と
４
・
１
％
で
あ
っ
た
。
ケ
ア
を
し

て
い
る
相
手
（
複
数
回
答
）
は
、母
24
％
、

祖
母
20
・
３
％
、
祖
父
13
・
６
％
、
父

11
・
１
％
の
順
で
、
複
数
の
人
を
ケ
ア
し

て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
18
・
７
％
に

の
ぼ
っ
た
。
ケ
ア
の
開
始
時
期
は
、
中
学

生
34
・
９
％
、
小
学
生
32
・
２
％
、
小
学

校
に
入
る
前
か
ら
７
・
５
％
と
、
か
な
り

幼
い
時
か
ら
ケ
ア
を
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　

家
族
の
ケ
ア
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

学
校
生
活
・
日
常
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、「
影
響
な
し
」
は
約
４
割
で
、
約

６
割
の
生
徒
は
影
響
が
あ
る
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。
影
響
が
あ
る
と
回
答
し
た
人

に
つ
い
て
み
る
と
、「
孤
独
を
感
じ
る
」

32
・
９
％
、「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
」

29
・
９
％
、「
勉
強
時
間
が
充
分
に
取
れ

な
い
」
17
・
５
％
、「
自
分
の
時
間
が
取

れ
な
い
」16
・
８
％
、「
睡
眠
不
足
」14
・
９
％

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ア
に
関

す
る
悩
み
や
不
満
、
愚
痴
を
話
せ
る
人
の

有
無
に
つ
い
て
み
る
と
、「
い
る
」
は
約

６
割
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の

抱
え
る
問
題
と
し
て
、
心
身
の
健
康
、
自

分
の
自
由
な
時
間
、
相
手
と
の
関
係
、
孤

独
・
孤
立
、
経
済
問
題
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

埼
玉
県
調
査
に
よ
れ
ば
、
高
齢
者
を
ケ

ア
す
る
人
が
必
要
と
す
る
支
援
は
、「
ケ

ア
ラ
ー
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
」
41
・

５
％
、「
緊
急
時
に
利
用
で
き
て
ケ
ア
の

相
手
の
生
活
を
変
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
」

28
・
３
％
、「
電
話
や
訪
問
に
よ
る
相
談

体
制
の
整
備
」
24
・
４
％
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
障
害
児
者
を
ケ
ア
す
る
人
で
は
、

「
親
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た
後
の
被
介
護

者
の
ケ
ア
と
生
活
の
継
続
」
61
・
８
％
が

最
も
高
く
、
次
い
で
「
緊
急
時
に
利
用
で

き
て
ケ
ア
の
相
手
の
生
活
を
変
え
な
い

サ
ー
ビ
ス
」
46
・
９
％
、「
ケ
ア
ラ
ー
に

役
立
つ
情
報
の
提
供
」
39
・
５
％
の
順
で

あ
っ
た
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
調
査
で
は
、「
こ
ん

な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
ら
い
い
」
と
思
う

項
目
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
特
に

な
い
」
が
約
４
割
で
あ
り
、
約
６
割
強
の

生
徒
は
望
む
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
。
望
む
サ
ポ
ー
ト
の
回
答
を
み
る

と
、「
困
っ
た
時
に
相
談
で
き
る
ス
タ
ッ

フ
や
場
所
」
26
・
０
％
、「
信
頼
し
て
見

守
っ
て
く
れ
る
大
人
」
23
・
５
％
、「
宿

題
や
勉
強
の
サ
ポ
ー
ト
」
21
・
３
％
、「
被

介
護
者
の
状
況
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い

説
明
」
19
・
７
％
、「
自
由
時
間
が
増
え

る
サ
ポ
ー
ト
」
19
・
０
％
で
あ
っ
た
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
自

身
と
向
き
合
っ
て
、
ケ
ア
や
生
活
、
人
生

を
支
え
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
ケ
ア
の
影
響
が
無
い
、
ほ
し
い

サ
ポ
ー
ト
は
無
い
と
い
う
回
答
に
対
し
て

は
、「
無
理
を
し
て
し
ま
う
年
頃
な
の
で

何
も
支
援
を
し
な
く
て
よ
い
と
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
」「
客
観
的
に
み
る
と
影
響

は
あ
る
が
、
日
常
に
な
っ
て
し
ま
う
と
気

づ
き
に
く
い
」「
サ
ー
ビ
ス
の
存
在
を
知

ら
ず
、
そ
れ
を
使
え
ば
ケ
ア
負
担
が
軽
減

で
き
る
、
自
身
の
時
間
も
持
て
る
こ
と
に

思
い
が
い
た
ら
な
い
」
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
は
、
ケ
ア
ラ
ー
一

人
ひ
と
り
の
声
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

日
本
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
・
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
認

識
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

と
は
、「
家
族
介
護
力
の
底
あ
げ
、
強
化
」

「
家
族
介
護
者
が
介
護
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
な
支
援
」
と
誤
解
し
て
い
る
場
合
が

多
い
と
感
じ
て
い
る
５
。
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
捉
え
方
で
、「
支
援
」

の
目
的
や
方
法
は
変
わ
る
た
め
、
こ
こ
で

は
、
ツ
イ
ッ
グ
と
ア
ト
キ
ン
に
よ
る
、
ケ

ア
ラ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
に
ど
の
よ

３　３　

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
　
　
　

が
必
要
と
す
る
支
援

が
必
要
と
す
る
支
援

２　

追
い
詰
め
ら
れ
る
ケ
ア
ラ
ー

２　

追
い
詰
め
ら
れ
る
ケ
ア
ラ
ー

４　４　
「
無
償
の
介
護
力
」
で
は
な
く

「
無
償
の
介
護
力
」
で
は
な
く

　
　
　
　
ケ
ア
ラ
ー（
ケ
ア
す
る
人
）と
し
て

ケ
ア
ラ
ー（
ケ
ア
す
る
人
）と
し
て

　
　
　
　

の
捉
え
直
し
を

の
捉
え
直
し
を
４４
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う
に
組
み
込
ま
れ
る
の
か
と
い
う
４
つ
の

モ
デ
ル
（
概
念
タ
イ
プ
）
を
紹
介
し
て
お

き
た
い
（T

w
igg &

 A
tkin 1994

）
６
。

　

モ
デ
ル
１
は
、
介
護
資
源
と
し
て
の
ケ

ア
ラ
ー
で
あ
る
。
モ
デ
ル
１
で
中
心
と
な

る
の
は
被
介
護
者
で
あ
り
、
家
族
は
極
め

て
重
要
な
資
源
で
は
あ
る
も
の
の
背
景
の

一
部
と
し
て
の
み
存
在
す
る
。
家
族
が
行

う
ケ
ア
は
社
会
に
と
っ
て
「
当
然
あ
る
」

存
在
で
、
通
常
は
、
被
介
護
者
と
サ
ー
ビ

ス
提
供
機
関
の
両
方
に
と
っ
て
無
料
の
資

源
で
あ
る
。
ケ
ア
を
す
る
家
族
と
被
介
護

者
の
利
害
の
衝
突
は
問
題
に
さ
れ
ず
、
ま

た
、
家
族
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア

は
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
よ
り
も
規
範
的
に
優

先
さ
れ
て
い
る
。

　

モ
デ
ル
２
は
、
協
働
者
と
し
て
の
ケ
ア

ラ
ー
で
あ
る
。
モ
デ
ル
２
で
も
、
中
心
と

な
る
の
は
被
介
護
者
で
あ
る
が
、
被
介
護

者
の
存
在
が
可
視
化
さ
れ
、
被
介
護
者
に

質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な

支
援
と
家
族
に
よ
る
支
援
が
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
、
フ
ォ
ー
マ
ル
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ

ア
の
間
に
こ
れ
ま
で
存
在
し
た
境
界
を
越

え
て
、
家
族
は
ケ
ア
事
業
に
お
け
る
協
働

者
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　

ケ
ア
ラ
ー
が
機
関
と
関
わ
る
こ
と
で
、

家
族
が
行
っ
て
い
る
ケ
ア
の
側
面
、
ひ
い

て
は
家
族
が
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て
存
在
す
る

こ
と
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ

れ
は
ケ
ア
ラ
ー
の
意
欲
が
高
け
れ
ば
、
ケ

ア
提
供
の
継
続
の
可
能
性
と
ケ
ア
の
質
の

両
方
に
つ
な
が
る
た
め
で
あ
り
、
ケ
ア

ラ
ー
の
利
益
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸

福
・
福
祉
）
は
基
本
的
に
は
被
介
護
者
へ

の
良
い
ケ
ア
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
。

　

モ
デ
ル
３
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
援
助

の
対
象
）
と
し
て
の
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
。

モ
デ
ル
３
で
は
ケ
ア
ラ
ー
自
身
が
支
援
を

必
要
と
す
る
人
と
考
え
ら
れ
、
支
援
の
対

象
と
な
る
。
こ
こ
で
目
指
さ
れ
る
の
は
、

ケ
ア
ラ
ー
の
状
況
を
緩
和
し
意
欲
を
高
め

る
こ
と
で
あ
り
、
支
援
の
焦
点
は
ケ
ア

ラ
ー
お
よ
び
そ
の
ニ
ー
ズ
で
あ
り
、
ケ
ア

ラ
ー
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
が
何

よ
り
も
重
要
と
さ
れ
る
。

　

モ
デ
ル
３
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

少
な
く
と
も
短
期
的
に
み
て
、
被
介
護
者

を
犠
牲
に
し
て
す
す
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
最
も
明
ら
か
な
例
は
施
設
で

の
レ
ス
パ
イ
ト
で
あ
る
。

　

モ
デ
ル
４
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
規
定
を
越

え
た
「
ケ
ア
ラ
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
言

い
方
は
、
木
下
康
仁
氏
の
論
文
（
木
下

２
０
１
６
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
よ
り
、
も

は
や
独
立
し
た
個
人
を
指
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
被
介
護
者
も
同
じ

で
、
モ
デ
ル
４
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
目
指
さ
れ
、
ケ
ア
ラ
ー

と
被
介
護
者
の
関
係
を
超
え
た
関
係
、
む

し
ろ
、
人
間
同
志
、
対
等
な
家
族
員
同
士

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ツ
イ
ッ
グ
と
ア
ト
キ
ン
は
、

４
つ
の
モ
デ
ル
は
、
対
応
の
概
念
タ
イ
プ

を
示
し
た
も
の
で
、
機
関
が
ケ
ア
ラ
ー
へ

の
対
応
を
組
み
立
て
る
中
で
、
１
つ
の
モ

デ
ル
の
み
を
利
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
と

述
べ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
高
齢
者
介
護

に
つ
い
て
言
え
ば
、
モ
デ
ル
１
と
モ
デ
ル

２
が
併
存
し
、
モ
デ
ル
３
の
芽
が
み
え
始

め
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
16
歳
か
ら
23
歳
ま
で
、
認
知

症
の
祖
母
を
ケ
ア
し
た
元
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
言
葉
を
お
伝
え
し
た
い
。
彼
は
、

祖
母
、
母
、
本
人
の
３
人
家
族
で
、
ケ
ア

に
よ
り
か
ら
だ
を
壊
し
、
高
校
を
中
退
し

た
経
験
を
持
つ
。

ぼ
く
は
祖
母
の
介
護
と
ひ
き
か
え
に
、

友
だ
ち
、
学
業
、
仕
事
、
そ
し
て
時
間

を
失
っ
た
。

ほ
ん
と
う
は
自
分
を
理
解
し
て
く
れ
る

ひ
と
が
ほ
し
か
っ
た
。
「
だ
れ
か
、
助

け
て
」
と
叫
び
た
か
っ
た
。

看
と
っ
た
あ
と
、
ま
わ
り
か
ら
は
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
孫
に
介
護
し
て
も

ら
っ
て
幸
せ
だ
っ
た
ね
」

と
言
わ
れ
た
が
、
ぼ
く
が
ほ
ん
と
う
に

欲
し
か
っ
た
の
は
、
ぼ
く
と
祖
母
の
幸

せ
が
両
立
で
き
る
生
活
だ
っ
た
。

（
一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
よ
り
）

　

彼
の
叫
び
か
ら
は
、
ケ
ア
ラ
ー
一
人
ひ

と
り
の
人
生
を
支
援
す
る
必
要
性
、
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
人
と
ケ
ア
を
す
る
人
の
両

当
事
者
が
と
も
に
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

　

こ
こ
で
は
、
条
例
を
制

定
し
て
支
援
を
行
う
取

組
と
し
て
埼
玉
県
を
と
り

あ
げ
た
い
。
埼
玉
県
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
の
概
要
は

図
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

今
回
の
条
例
制
定
は
、

介
護
は
家
族
が
す
る
も
の

と
い
う
考
え
方
が
根
強
く

あ
る
中
で
、
少
子
高
齢
化

を
踏
ま
え
、「
家
族
等
が

行
っ
て
い
る
ケ
ア
に
よ
り

心
身
の
健
康
や
、
学
業
、

仕
事
、
交
流
等
の
社
会
生

活
、
お
よ
び
現
在
・
将
来

の
人
生
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ

る
」
と
い
う
現
状
認
識
を

前
提
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
条
例
に
は

５
つ
の
意
義
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

１　

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
存
在
を
社

会
的
に
認
識
し
た
。

２　

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
お
か
れ
て

い
る
状
況
や
抱
え
て
い

る
問
題
を
、
社
会
的
に

解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
認
識
し
た
。

３　

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
社

会
的
支
援
の
対
象
と
位
置
づ
け
た
。

４　

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
問

題
を
抱
え
る
原
因
を
探
り
、
課
題
「
全

て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
」
を
明
確
化

し
た
（
第
３
条　

基
本
理
念
）。

５　

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
フ
ォ
ー
マ

ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ケ
ア
ラ
ー
支

援
に
公
的
根
拠
を
与
え
た
。

　

そ
し
て
、
条
例
の
意
義
を
実
現
す
る
た

め
に
、
条
例
は
次
の
６
つ
の
特
徴
を
持
っ

て
い
る
。

（筆者作成）

５　５　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
・

ケ
ア
ラ
ー
支
援
・

　
　
　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
向
け
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
向
け
て

　
　
　
　
〜
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
〜

〜
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
〜
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堀
ほりこし

越  栄
え い こ

子

１�　

す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
（
年
齢
縦
断

的
・
分
野
横
断
的
）
に
と
っ
て
、
間
口

が
広
く
、
敷
居
が
低
い
。 　

　
�　

ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
に
は
、
誰
が
ケ
ア

し
て
い
る
か
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
ケ

ア
を
し
て
い
る
か
、
誰
を
ケ
ア
し
て
い

る
か
、
ど
の
よ
う
な
状
態
（
疾
病
や
障

が
い
）
の
人
を
ケ
ア
し
て
い
る
か
等
は

書
か
れ
て
い
な
い
。
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の

相
談
支
援
窓
口
は
す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー

に
開
か
れ
て
こ
そ
、
問
題
が
深
刻
に
な

る
前
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２�　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
子
ど
も
で
あ
る

た
め
、
ケ
ア
ラ
ー
と
は
分
け
て
社
会
的

支
援
の
対
象
と
し
て
い
る
。 

３�　

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支

援
に
関
わ
る
関
係
者
（
県
、
県
民
、
事

業
者
、
関
係
機
関
）
の
責
任
と
役
割
を

明
示
し
て
い
る
。

４�　

県
は
、
市
町
村
が
行
う
ケ
ア
ラ
ー
支

援
を
支
援
す
る
。 

５�　

県
は
、ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
を
総
合
的
、
計
画
的
に
す
す
め
る

た
め
推
進
計
画
を
策
定
す
る
。

６�　

広
報
・
啓
発
、
人
材
育
成
、
民
間
支

援
団
体
に
よ
る
支
援
の
推
進
、
体
制
整

備
、
財
政
上
の
措
置
等
、
行
う
べ
き
施

策
を
規
定
し
た
。

　

条
例
が
絵
に
描
い
た
餅
に
終
わ
ら
な
い

た
め
に
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
計
画
を
立
て
、

そ
の
進
捗
管
理
と
課
題
対
応
は
、
埼
玉
県

ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
有
識
者
会
議
が

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
計
画
は
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
２
０
２
３
年
度
を
期

間
と
し
て
い
る
。
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
実
態
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
た

課
題
を
も
と
に
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本

目
標
は
、
①
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
る
た
め
の

広
報
啓
発
の
推
進
、
②
行
政
に
お
け
る
ケ

ア
ラ
ー
支
援
体
制
の
構
築
、
③
地
域
に
お

け
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
の
構
築
、
④
ケ

ア
ラ
ー
を
支
え
る
人
材
の
育
成
、
⑤
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
の
構
築
・
強
化
で

あ
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
は
、

教
育
機
関
等
に
よ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
体
制
の
構
築
（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ス
：
高
校
や
中
学
校
へ
の
出

張
授
業
）、
地
域
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
体
制
の
構
築
（
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

ロ
ン
の
開
催
な
ど
）
が
掲
げ
ら
れ
、
す
す

め
ら
れ
て
い
る
。

　

条
例
の
目
的
、
基
本
理
念
は
そ
の
後
条

例
を
制
定
し
た
栗
山
町
、
名
張
市
に
も
引

継
が
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
か
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ケ
ア
ラ
ー
支
援
が
条

例
の
趣
旨
に
沿
っ
て
す
す
む
た
め
に
少
な

く
と
も
３
つ
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

１
つ
は
、
す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
を
個
人

と
し
て
尊
重
し
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
営
め
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
共
通
理
解
と
そ
れ
を
実
現
す
る
支
援
策

で
あ
る
。
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
ケ
ア
ラ
ー
自

身
の
「
人
生
の
支
援
」
で
あ
り
、ケ
ア
ラ
ー

と
被
介
護
者
に
は
異
な
る
支
援
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例

や
ケ
ア
ラ
ー
支
援
計
画
が
あ
る
。
ケ
ア

ラ
ー
の
人
生
の
問
題
は
、
ケ
ア
ラ
ー
自
身

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
ケ
ア
ラ
ー
自
身

の
状
態
と
ケ
ア
の
影
響
（
心
身
の
健
康
、

病
気
や
障
が
い
の
有
無
、
被
介
護
者
と
の

関
係
、
教
育
や
仕
事
の
有
無
、
子
育
て
の

有
無
、
経
済
状
態
、
孤
立
の
状
況
な
ど
）

を
捉
え
な
い
と
把
握
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
抱
え
る
問
題
を
把

握
・
評
価
す
る
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

必
要
不
可
欠
と
言
え
る
。

　

２
つ
は
、
市
町
村
の
取
組
を
す
す
め
る

こ
と
で
あ
る
。
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
だ
さ
な
い
（
だ
せ
な
い
）
ケ
ア
ラ
ー

の
発
見
と
、
分
か
り
や
す
く
身
近
な
相
談

支
援
窓
口
が
不
可
欠
で
、
県
が
ど
の
よ
う

に
市
町
村
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
か
が

問
わ
れ
る
。

　

３
つ
は
、
国
の
取
組
を
す
す
め
る
よ
う

自
治
体
か
ら
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
国
レ
ベ
ル
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
全

国
調
査
が
行
わ
れ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

支
援
に
向
け
た
福
祉
・
介
護
・
医
療
・
教

育
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
設
置

さ
れ
、
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
、
政
府

の
骨
太
方
針
に
も
反
映
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
全
国
の
自
治
体
で
の
取
組
も
す
す
み

始
め
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援

は
家
族
を
視
野
に
入
れ
支
援
す
る
こ
と
が

必
至
で
あ
る
た
め
、
国
に
は
ケ
ア
ラ
ー
す

べ
て
の
支
援
も
並
行
し
て
す
す
め
て
ほ
し

い
。
ケ
ア
ラ
ー
支
援
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
法
制
化
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
す
る
が
、

日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
で
は
、
政
策
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発

見
・
早
期
支
援
・
継
続
支
援
に
向
け
て
、

国
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
に
つ
い
て
提
起
し
て
い
る
１
。

埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定
に
あ

た
っ
て
は
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
と
自
負

し
て
い
る
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
の
た
め
の
政
策
提
言
（
支
援
の
理
念
・

方
向
性
、
支
援
施
策
の
４
つ
の
柱
：
１
．

早
期
に
発
見
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い

支
援
す
る
。
２
．
学
び
の
機
会
と
そ
の
結

果
を
改
善
す
る
。
３
．
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
そ
れ
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
保
障
す
る
。 

４
． 

自
立
し
て

社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。）

を
行
っ
て
い
る
７
。
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

     １　

一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
「
ケ

ア
ラ
ー
を
社
会
で
支
え
る
た
め
に
《
ケ
ア

ラ
ー
支
援
法
・
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
を
》」

２
０
２
１
年
７
月
（
２
刷
）、「
同　

補
足
資
料
」

２
０
２
１
年
７
月
参
照
。
連
盟
Ｈ
Ｐ
か
ら
購

入
で
き
ま
す
。

２　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
・
ア
ラ
ジ
ン 

／ 

一
般
社
団
法
人

日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
「
２
０
１
０
年
度　

家

族
（
世
帯
）
を
中
心
と
し
た
多
様
な
介
護
者

の
実
態
と
必
要
な
支
援
に
関
す
る
調
査
研
究
」

平
成
22
年
度
厚
生
労
働
省
老
人
保
健
事
業
推

進
費
等
補
助
金
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業

３　
「
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
計
画　

令
和
３
年
度

〜
令
和
５
年
度
（
２
０
２
１
年
度
〜
２
０
２
３

年
度
）」
埼
玉
県

４　

初
出
：
堀
越
栄
子
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要

性
ー
家
族
、
ケ
ア
ラ
ー
、
人
」
一
般
社
団
法

人
地
域
生
活
研
究
所
『
ま
ち
と
暮
ら
し
研
究

ｎ
ｏ
，
31
』
２
０
２
０
．
６
、６

－

17　

５　

厚
生
労
働
省
「
市
町
村
・
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る　

家
族
介
護
者
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
〜
介
護
者
本
人
の
人
生
の
支
援
〜
」
平

成
30
（
２
０
１
８
）
年
３
月
は
、
副
題
に
人

生
の
支
援
を
掲
げ
て
い
る
。

６　
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木
下
康
仁
２
０
１
６
「
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
と

家
族
」『
家
族
看
護
研
究
』
第
21
巻
第
２
号
、

１
９
１

－

１
９
４

７　

日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
Ｈ
Ｐ
参
照
。


